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財政運営持続化計画概要版
１計画策定の目的と方向性・・・計画書3P

－目的－

本市の財政状況の現状と今後の展望に基づく中長期的な視点に立ち、財政の健全性を維持しなが
ら将来を見据えたまちづくりを実践していくために必要な財政運営の指針として策定

－方向性－

これまでの財政状況の推移を分析し、課題を踏まえた財政状況の見通しから、4つの財政秩序を
定め、持続可能で安定した財政運営を目指す

※計画期間は、令和5年度から令和9年度
までの5か年とし、毎年の見直し（ロー
リング）により直近の財政状況と見通し
を示す

２財政状況の推移・・・計画書4P~14P

今後の財政状況の見通しを展望するため、平成18年度から令和3年度までの歳入、歳出の決算推
移と財政状況における課題を整理

財政状況の推移 ―まとめ－

一般会計の当初予算の推移

・経常収支が減少している動きと連動する
主要事業一般財源の減少幅が小さく、財政
調整基金が主となる財源対策が増加してい
ることが課題

基金等の推移

・財源対策が増えることに伴い、基金全体
は増加しているが、財政調整基金などの主
要な基金はほぼ横ばい

4 計画の取組・・・計画書21P~26P

取組内容

１ 財政運営の目安 経常収支と財源対策の見通しを示す

２ 基金等残高の管理

財政調整基金 －目標額：20億円以上－

備荒資金 －目標額：10億円以上－

減債基金 －目標額：20億円以上－

公共施設整備基金 －目標額：15億円以上－

３ 財政指標の管理

経常収支比率 －目標管理ライン：90％以下－

実質公債費比率 －目標管理ライン：10％以下－

将来負担比率 －目標管理ライン：80％以下－

４ 地方債の影響管理
借入上限額を示す R5：61億円、R6：76億円、R7：71億円、
借入上限額を示す R8：41億円、R9：51億円

3 財政状況の見通し・・・計画書15P~20P

財政状況の見通し －まとめ－

個人市民税の長期推計

・国の税収見通しと市の人口推計による試算
・国の試算は2種類あり、R13までの試算に
よると増加傾向
・R14以降は人口推計により試算

➤長期的には生産年齢人口の減少により、右
肩上がりの税収は展望できない

経常収支の見通し

【経常収入】扶助費の補助金により増加傾向
【経常支出】扶助費、公債費により増加傾向
※法改正により退職手当を隔年支出へ

➤経常収支の減少により主要事業の一般財源
の確保が厳しい

人口推計に基づく市税収入や扶助費の長期推計を行い、財政状況の課題を踏まえ、経常収支の見
込みを示す

（臨時財政対策債を除く）

令和5年（2023）2月
財政部財政課作成

今後の財政運営の目安（主要事業一般財源の内訳） （単位：百万円）

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

（2023年度） （2024年度） （2025年度） （2026年度） （2027年度）

（当初予算） （見込み） （見込み） （見込み） （見込み）

2,672 2,178 2,508 2,366 2,801

2,011 2,030 1,730 1,880 1,580

4,683 4,208 4,238 4,246 4,381

区　　　分

経　常　収　支

財　源　対　策

合　　　計


